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島根県建築基準法施行細則新旧対照表 

 

改 正 後 改 正 前 

 島根県建築基準法施行細則  

昭和48年９月７日  

島根県規則第75号  

  

 

第１条～第14条の２ 〔略〕 

 

（趣旨） 

第１条 建築基準法（昭和25年法律第201号。以下「法」

という。）の施行については、建築基準法施行令（昭

和25年政令第338号。以下「政令」という。）、建築基

準法施行規則（昭和25年建設省令第40号。以下「省

令」という。）、建築基準法に基づく指定建築基準適

合判定資格者検定機関等に関する省令（平成11年建設

省令第13号。以下「指定機関省令」という。）及び島

根県建築基準法施行条例（昭和48年島根県条例第20

号。以下「条例」という。）に定めるもののほか、こ

の規則の定めるところによる。 

 

 第２条～第14条の２ 〔略〕 

 

（災害危険区域内における建築物の認定申請） 

第14条の３ 条例第３条ただし書の認定を受けようとす

る者は、建築認定申請書（様式第12号）の正本１通及

び副本３通にそれぞれ次         に掲げる

図書を添えて知事に提出しなければならない。 

⑴～⑸ 〔略〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２～４ 〔略〕 

（災害危険区域内における建築物の認定申請） 

第14条の３ 条例第３条ただし書の認定を受けようとす

る者は、建築認定申請書（様式第12号）の正本１通及

び副本３通にそれぞれ第１号から第４号までに掲げる

図書を添えて知事に提出しなければならない。 

⑴ 付近見取図（方位、道路及び目標となる地物を明

示すること。） 

⑵ 配置図（縮尺、方位、敷地内における建築物の位

置並びに敷地に接する道路の位置及び幅員を明示す

ること。） 

⑶ 各階平面図（縮尺、間取、各室の用途並びに壁及

び開口部の位置を明示すること。） 

⑷ 地形図及び断面図（縮尺、崖の高さ、勾配、土質

及び擁壁の有無を明示すること。） 

⑸ 床面積求積図（面積の求積に必要な建築物の各部

分の寸法及び算式を明示すること。） 

２～４ 〔略〕 

 

第14条の４～第18条 〔略〕 

 

第14条の４～第18条 〔略〕 
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（制限緩和に係る不適合既存建築物の増築等の届） 

第19条 法第86条の７の規定により既存建築物に対する

制限の緩和を受けることとなる建築物に係る同条の増

築、改築、大規模の修繕又は大規模の模様替（政令第

137条の７及び政令第137条の12第13項に規定する範囲

内のものに限る。）をする建築主は、不適合既存建築

物届（様式第15号）の正本１通及び副本１通に、次に

掲げる図面を添えて知事に提出しなければならない。 

 ⑴～⑶ 〔略〕 

（制限緩和に係る不適合既存建築物の増築等の届） 

第19条 法第86条の７の規定により既存建築物に対する

制限の緩和を受けることとなる建築物に係る同条の増

築、改築、大規模の修繕又は大規模の模様替（政令第

137条の７及び政令第137条の12第８項に規定する範囲

内のものに限る。）をする建築主は、不適合既存建築

物届（様式第15号）の正本１通及び副本１通に、次に

掲げる図面を添えて知事に提出しなければならない。 

 ⑴～⑶ 〔略〕 

 

（大規模の修繕又は大規模の模様替の認定申請に係る

添付図書） 

第19条の２ 政令第137条の12第11項又は第12項の規定に

よる認定を申請する場合にあっては、省令第10条の４

の２第１項の特定行政庁が規則で定める図書又は書面

は、次に掲げる図書とする。 

 ⑴～⑺ 〔略〕 

２ 〔略〕 

 

（大規模の修繕又は大規模の模様替の認定申請に係る

添付図書） 

第19条の２ 政令第137条の12第６項又は第７項の規定に

よる認定を申請する場合にあっては、省令第10条の４

の２第１項の特定行政庁が規則で定める図書又は書面

は、次に掲げる図書とする。 

 ⑴～⑺ 〔略〕 

２ 〔略〕 

 

第19条の３～第21条 〔略〕 第19条の３～第21条 〔略〕 

 

   附 則 〔略〕    附 則 〔略〕 

 

様式第１号～様式第16号 〔略〕 様式第１号～様式第16号 〔略〕 

  

 


